
1 日本海スルメイカ漁場調査

I 目的

E 

この調査は.近年のイカ釣漁業着業船の増加に伴う漁場静合bて鑑み.新漁業脅開発して漁業指導を行

うと共I'L.漁況予測l精度向上のための基礎研究を推進し.漁業経営安定の指針を得ることを目的とする。

調査内容

1. 調査期間 昭和4前年5月~同年 10月

2. 調査海域 本県日本海沿岸及び沖合

3. 調査員及び調査船

調査員 技 師 赤羽光秋 技 師 田村真通

主任研究員 斉藤重男 技 師 沢 回兼造

技師補 松井謙介 技 師 小田切譲ー

調査船 管鵬丸(19.94トン. 17 OPS、中川船昆以下 5人乗組)

東奥丸(38.35トン. 120 PS、高井船長以下 10人乗組)

瑞鴎丸(40.8 1トン. 16 OPS .橋本船長以下 10人乗組)

4. 調査項目

( 1) 日本海沿岸の幼イカ調査

A 定置網の漁獲量調査

B 生物測定

C 標識放旅

(2) 沿岸漁場調査

A 漁場観測

B 漁獲試験

C 生物損11定

D 標識放流

(3) 沖合漁場調査

(2)A-Dと同じ内

5 調査方法

(1) 日本海沿岸の幼イカ調査

大戸瀬埼以南、秋田・青森県境以北の海域において、 9カ所の定置網を対象K5月 3日から 6月

3日までの期間中、毎日の入網量、生物測定(パンチング 7回 520尾中、多項目測定6回 257

尾)、標識放流(4回、 309尾)の調査をおこなった令定置網の入網量調査は、各定置網の直接

関係者陀毎日の凡その入網量の記録を依頼し、定期的に回収する方法をとった。生物測定は.一部

現地陀おいて行い、他は本場I'L持帰η狽IJ定を行司た。標識放流は、轟木地区及び岩崎姐互の 2ケ所

を選定し.網起しの際1'L2-3人が乗船して定置網付近海域bておいて生貨を利用し.ホソ乎キス針

及び 15加盟アンカータグピンを使用して行った。

(2) 沿岸漁場調査

漁獲試験は試蜘台育鵬丸では 5月 15日-6月 29日の期間サンパーイカ釣機6台を使用して12

航海行い、東奥丸では 8月 11日-9月 24日の期聞にも自動イカ釣機6台(ハマデ式 2台、ニッ

サン 2台.サンパー 1台、関式 1台)及び手回し釣機 2台を使用して 11航海行い.瑞鴎丸では10

月4日-1.5日の期間自動イカ釣機 5台(ハマデ式 2台.サンパー 2台、ニッサン 1台)及び手回

し釣機 5台を使用して 4航海行 n た。漁獲試験の結果は 27航海延 27 O. 5時間の操業で漁獲尾数

は 61. 2 4 1尾となり、釣機1時間 1台当り漁獲尾数は 31. 9尾であった。漁場観測は 0-200m 
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の各層測温と一般海気象観測を争航海毎ltl.2 7回行った。生物測定はパンチング 19回 1，7 1 9尾‘

多項目測定 19回 95 0尾夫々 行司すこ、

標識放流は 5月 20日-6月 18日の期聞に 3回目 70尾、ガンタグ(ピン長 15棚)を使用し

て行司た。

(3) 沖合漁場調査

6月-9月の期聞に.日本海沖合潮境域漁場の調査を4航海行い、この聞に漁場観測と漁獲試験

を 13回.生物測定 11回.標識放流 3回を夫々実施した。漁獲試験の結果は、延 83.5時間の操

業で 12，4 1 6尾の漁獲を得、釣機 1台 1時間当 η漁獲尾数は 23尾であった令

生物測定はパンチング 11回90 4尾.多項目 10回 500尾行った。標識放流は 3回 163尾

1 5仰アンカータグピンを使用して行った。

E 調査結果

1. 日本海沿岸の幼イカ調査

調査を行なった定置網の位置は第 1図のとおりである、

第 1図昭和 46年度幼イカ調査海域図
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(1)定置網入網量

第 1表 地区別幼イカ入網量

伝ぞ大間越 大間越 黒崎 岩崎 B 岩崎 A 沢 辺 行合埼 轟 木 北~ケ沢
板貝 外 2?"-字

網起とし回数 6日 12 13 15 15 17 11 13 13 

入網量合計
8. 5 kg 445.0 2. 605.0 615.0 713. 0 408.0 298.5 502. 5 116. 5 (5.13~6. 2) 

1日当り平均 1. 4 kg 37. 1 200.4 41. 0 47. 5 24.0 27. 1 38. 7 9. 0 
入

市蒲

網 量

ヨ長J 4月30日 4月20臼 4月20日
初 T焦、 初 漁初 漁

第 1表は昭和46年 5月 13日から 6月 3日までの 22日間における 9地区の定置網による幼イ

カ漁獲量をまとめたものである。

聞きとりの結果によると、初漁はほぼ 4月下匂であるが、最も北に位置する北金ケ沢の定置網だ

けは他より遅く、初漁は 5月中匂に入ってからであった。また終漁は 6月上~中匂であるが、その

頃になると魚体は急速に大型化寸ると共に次第に定置網からは姿を消してゆくようである。幼イカ

の一日当り平均入網量は、1.4 - 2 0 O. 4 kgでかなり巾があるが一見したところ艦作埼以南の海域

に多L、。

各定置網の幼イカ入網量の推移は第2図のとおりで、 5月 14 - 2 0日及び 5月 23 - 2 4日の

時期に集中的に入網している。また 5月 27日以降は全体に少くなって終漁の様相を呈している。
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(2)環境

第 2図 地区別定置網の幼イカ入網量推移
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入網景に関連して、調査対象海域のほぼ中央部にあたる深浦で測定した定置水温と風向を第 3図

及び第 2表に示した。

第 3図 昭和 46住 4-6月の深浦定置水温の推移
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第 2表 昭和 46年 4- 6月における深浦の匂別・風向月iJ日数

風向¥月・匂 4上 中 下 5上 中 下 6上 中 下

寄 り 3白 5 3 1 7 7 。 2 。
寄 り 3日 3 5 7 。 1 8 。 2 

西 方 前l 2日 2 1 2 1 2 2 4 3 

風 2日 。 1 。 2 1 。 4 

幼イカが漁獲され始める 4月下匂の7.kilif，は 1000 前後であり、終漁となる 6月初めの水温は

1 5 00 前後で、この聞に水温は日増しに上昇し続けるが、 i漁獲初めの時期を境にして昇温の傾き

は大きくなり、特に多獲された 5月中~下匂は直線的な昇温期に当っており、 13 - 1 4.5 00 く

らいである。

一方風向との!菊併を見ると、幼イカが集中的に漁獲された 5月中~下匂は南寄りの臼が 14日間

( 6 7 % )、北寄りの日は健か 1日(5 %)東西方向及び無風の日が夫々 3日間( 1 4 % )で、風

の吹いていた臼!わみにワいて見れば、がJ8割の臼が南寄りの風となっている。

これに対して漁樹刀め及び終漁の頃についてみると夫々北寄りの日が圧倒的に多く、南寄りの風

が吹く日は少ないことが顕著である。

以上のことから、南寄りの風の卓越が水温・地形等の要因と相まって定置への幼イカの乗網を促

進する条件となることが、ほぽ明らかである。
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第 4図 昭和-16住定置網漁獲スルメイカの列慎背長と推定戒畏曲線及び発空七時期
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(3) 群の性状

今回の調査で得られた幼イカの外套背長組成及び機守の材料として関連してむつ湾定賢網に入網

したスルメイカの外套背長和成を第 4図に示した。図中の失々の外套背長モードには冬生まれ群の

成長曲線(北水研桝NZ1+e(OJ1-0769t) をあてはめて群相互聞の関連を示した。

今回の調査で得られた幼イカ群はほぼ 3群に介けられ、発生時期は 12 月上初~1 月下句と推定

きれ、 5月Uて乗網した幼イカば生後約 4ヶ月経過したものと恩われる。これらは成長するとむつ湾

定置網の若手め一部十てつながったり、宮た釣イカ群にもつながってゆく。またむつ湾で 7-9月に漁

獲されるモート 14~ 1 8仰の群は、西海岸定芦ー網の群より 1~ 3ヶ月遅れて発体した別の群であ

ると考えられる。

(4) 標識放流

幼イカの標識放流は初の試みとして行った再掠報告は全く得られず、成果は得られなかった。放

流の実施状況は第 3表のとおりで、カモメの食害や衰弱等により 2割程度は死亡している。

第 3表 幼イカ標識放流実施表

放 流 尾 数

月 日 放流場所
ホッチキ

外套背長 i庸 考
1 5 mm 

ヌよ 針 タク'ピン
言十 (cm ) 

5. 3 轟木 W3 km 9 0 。 9 0 9 - 1 5 
カモメ食害にあったため、有

Mo.l 0 効尾数 70 

5 1 3 同 上 1 5 1 5 3 0 6 - 1 0 有効尾数
Mo. 8 

3 0 

5 1 8 岩 崎 A 1 2 0 9 129 
6 ~ 1 0 

" 1 0 0 Mo. 7 

5 1 9 追良瀬W1. 5 km 5 0 1 0 6 0 9 - 1 0 ' 5 0 

2. 沿岸漁場調査結果

(1) 昭和 46盆の漁況

第4表 青森県日本海主要 4港のスルメイカ漁獲量(単位:100 トン)

年 IS40 1 41 1 

夏

秋

カ

カ

イ

イ

言十

4港:深浦・鯵ケ沢・下前・小泊港

第 5表 同航海数 (単位: 100隻)

第 6表

年

夏イ

秋イ

年

イカ

カ

(単位:1 0 kg ) 

カ
一
カ
一
間
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戸手;ι 茨~な':6 宍 \(ζ 木県日オ一、海沿岸涼;，:r~，てゴ示した漁船の漁獲与:、航海数、 1航海当り漁獲量の経年

変動を示した。

f色、f弓は従来柊現時~ノj、島の悔域に限られてL、たが、近年次釘に組作出去、深浦(日未日 4 4年頃から主

代深浦港の漁船が操業)及て)手鯵ケ沢のq，-よネ允j中における操業が目立りてきたっ

漁獲量は昭和:， 9年J;j、持;車7射して，j :， 70'とどークとな杓、その後 t年間l土低い水準とたっている。

これとは桁反して航汚数は目前i-1 1 年比~:f '~ 1 0 0 ~ 8， 8 (i 0隻の官で余り変動していたL、。 1航海

当り漁獲量i士山手口 10平の 49 0 k9から、り花氏場えて，13圧にはが 50 kgのピークに達したがその後

ば急な減ごかすたどり、 4 6年はこれ?での長低の，J4， 0 kg i'と事もこんでレる。

第 7表 :率一ナI1日木(容のスノレメイカメー!きさ (単位1， 0 0 0トン)
ーーーーー司ーーー--ーァー国同国四回目戸割目_'-.----------__ ----------. 

4 1 4 5 

fii三日太海区水産研究所

次代i::f~ 7表から本州日玄海全体の 見ると、弁府原抱牛一 における漁獲量の合計は

昭和 2 7 ~ :0 8年では平均 3万トンであ打、 3 9年から 4 5年、つ間では 3フ:::2千トンから 5万 9千ト

ンの間にあってと2ーク{土，15年に見られる。 士;1昭和 4 1 年以降六壬~J:取を出心とすみ巴本:海沖合漁場

の開発vごより、沖合妙;の漁獲量ば年々1村山の一途をたどって 46:iには沿長治、建量の 4，6倍にあたる

9 万 3 午トンばョ主した。とのì~l合操業のi主畏;イム町、本州の合計 ι;重量は直線的な延びを示してきたが、

4 6年は沿岸の漁獲量がかつてないオてにたみ空わ炉、 :275トン;こ激t宮、したため、合計漁獲量は 45年

をやや下回った。

以上の日本海の結来1;:: 、 ~í計三の玉三巴 J 宇多了十るスノレメイカ資江号、の減少に伴う f号、況の低下を、魚価の高

勝と相まって端 I~ヲ十と毛足以している。ち三支.. =-~í~~~ rJ; ，1 f)、 4ら王手の木清の結果、これら海域の漁船

は日本海に集中し、不;名、による魚行の三;1伶は治芸船の1戸山口と沖合汚士号への出漁ケイ足がしている。この

ようなことを考慮すると、沖合衿弓(こゴゴゲーミ去年 0) ，祭 U~，\- 士、守短努力量の増引に負うところが大きく

えて v、ることはブごえら才なL、c

一:ち(，ごみよL、てl士、 .{ 5 ~'::::(j士;さ合同志努力の t'itf:!f iVC支えられて 3 9 年以降でピーク ~(C J重したも

のの本主iーは努力ローの閉討にも拘号、ず、、日t主主主刊と16:両で、 i長)I!量水準は啄めて12:かった3

(2) 木県来遊群の件状

太県;沿岸安てJJj読した苦手の住が:ぞ してみると、第 5図のJ支長曲線で示

しナたごよ う;にてヲ行1主三庄時?立府日から;ほま;，:f~1 計計命に 7三う久，.:>- ，._， ~円、 Jる)0 こわれjら粁f立Cのてウ):~. 

一下下ト下-句VにC[Hi十現Lた第 1tiが干は夏イカ注ゲ渋4手、Z完ミ;訂マL討:にこ=三 l打し)入、 8月中匂か兵ら)9 )月1上匂(陀てえかl守、けて出現した群は夏キ枯占れ期

に当り、 9 pi .j1匂のき~ 3 ITf~主主 t，-ノ犬I ，~主内計三 71]当しとのあと点、況は主主端、て不おとなっている。

3 沖合 JJ:)，調存
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航海男11沖合スルメイカ漁獲詞験結果

航 海 次 建設 第 1 i失 第 2 次 第 3 次 第 4 次

調 査 船 王宮1 青 勝 丸 東 奥 丸 東 奥 丸 東 奥 丸

実 施 時 員円
6月 7月 8汁 8月 9月

8 - 1 3日 30日 ~ 2日 25 ~ 27日 7 ~ 8日
操 業 回 主t 6 回 3 2 2 

操 業 時 間 f!{ 22. 1時間 30. 3 18. 6 12. 5 

1操業平均使用漁貝数 5， 3台 9. 0 7. 5 5 0 

漁 獲 尾 tz 1， 321尾 3， 495 6，940 ， 670 

1時間 1台当り漁獲尾数 11. 3尾 12. 8 49 7 10. 7 

イ勝 考
100尾入 6箱 55尾入 12箱 50尾入 138箱 60尾入 11箱
80 11 8 n 45 11 63 11 

第 8表

昭和 46'平:$:県日オS:l海の目別スルメイカ外套背長モード及び釣イカ漁獲量の匂別推移第 5図
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ヌド年実施した沖合調査の海域及び漁獲試験の結果は第6図及び第8表のとおりで、 6--9月の期聞

に4航海、 1 3回の漁獲試験を行い、この間延83.5時間の操業で238箱(i 2. 4 2 6尾)を漁獲

し、釣機 1台 1時間当りの漁獲尾数は、通算すると 23尾であった。

沖合スルメイカ群の外套背長組成は第5図で示したように 1航海目及び 2航海自の群は、冬生まれ

第 1群に相当するものと、一部に秋生まれに近い群があり、 3航海自は第 1群と 2群の中間型で、 4

航海自の群は第 2群iモ相当するものと推定される。

魚群密度と 50 m層水温との関係は第 7図のとおりで、 6月上匂の場合5.5 "c付近で群密度が高く、

8 月上匂 ~9 月上句の期間ではそれよりも水温の低いととろで密度が高い傾向を示している。

第 7図 沖合スノレメイカ漁場の 5 0 m層水温と釣機 1台 1時間当り漁獲尾数との関係

尾
漁 80

獲

量 60

20 

d 
、

‘ 、、

、、、、
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。.、山¥
¥ ，〆・、、

勾̂'¥ "、、¥、
一、/ "、

• O~二-0 唱喝、"-

2 4 s 8 10 

-第 1次 C第 2次 ム第 3次

-4 0一
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50 m層水温
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4 標識放流

第 9表 昭和 46年日本海スルメイカ標識放流実施一覧表

月 日 場 所 尾数 外 套 背 長 標識種類 イ庸 三号

5. 2 0 舟戸作崎Wij W 15浬 55 
13 - 17αn 1 5mm アンカー

青鵬九沿岸漁場
モード 15 cm タグピン黄色

5.27 - 28 権現埼ijW /W  5浬 130 
13 -18 cm 

" " ， " モード 15 C7n 

6. 8 - 9 舟戸作埼 W 45湿 30 
14 - 23 (7n 

，沖合漁場
モード " 19 CI冗

6. 9 W tN35浬 46 
15 - 23叩

" " " " モード 19 cm ， 

6. 9 - 10 W +N24浬 87 
14 - 21 cm 

" " モード 16.18.19，cm " ， " 

6. 17 - 18 権現埼 wh10浬 485 
13 - 23 cm 

H ，沿岸漁場
モード " 17αR 

言十 6回 8331 

第 10表標識スルメイカの再捕

放流月 日 再捕月 日 再 捕 場 所 イ庸 ラ考

5， 2 7 - 2 8 8， 1 7 北海道福島沖 ML  22cm 

6， 1 7 -1  8 7， 6 函館市大鼻岬

寸7， 2 0 青森県高野埼 N 3.0 0 0 m沖

第 8図

1420 

太

平

洋

。
海図第 1005号 140 E 縮尺 1: 2.5 0 0.0 0 0 

⑨放流地点 ・再橋地点 数字は放流及び再捕月

本年の標識放流実締結果は第 9:J号 1 0表及び第 8図のとりで 833尾の放流K対Lて再捕は僅か 3

尾で再捕率は 0.4%であった。

移動方向は 3尾とも海軽海峡で、中 1尾が本県側、他の 2尾は北海道側で再捕された。
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lV 調査の成果および今後の課題
1 調査の成果

(1 ) 日本海沿岸の幼イカ調査

例年春lて本県商海岸の定置網には外套背長 8-10cmの所謂若令イカが相当量乗網することが従

来から知られている。

またむつ湾の定置絹にもこれに似た未成体イカが多量に乗網するが、これら両海域の群と鋲1漁業の

対象となる戒体イカ群との関連はもとより両海域の群相互間の生態的関連や、幼イカの乗綿する機

構等についてもこれまで明かにされていなかった。

これらの幼イカ群は成長の過程でやがては釣漁業の対象となる極めて重要な資源、であると考えられ、

スルメイカ漁業の漁況予測の上からも調査研究の必要があり、本年度調査を実施Lて、群の性状や

乗網機構t亡関する知見を得た。

(2) 沿岸漁場調査

この調査は本県沖d、来遊状況、君主(J)性状、群の移動を把握寸るために従来から継続Lているもの

で、本年の来遊量水準は極めて低いものであったと芳察したコ

(3) 沖合漁場調査

この調査は、北部日本海全域;セ介布すると見られる冬生まれ群，秋生まれ群の分布と環境との関

連を究明して沖合漁場の利用を図る目的で過去 9ヶ年間断続的K実施 Lてきたものであるが、最近

極前線付近型車場(5 0 M層 5.C等温線で代表きれる日本海沖合冷水と対馬暖流とのi潮境域)につい・

てはほぼ企業としての滑均価値がみとめられ.本年は鯵ケ1r.:の:浄、船数隻が試験船東奥丸の指導のも

とにこの海域での操業を試みて、かなりの成果をあげている。

今後この海域の漁場朔突は民間漁船自信の手で進められる段階V亡きていると考えてよL、0

2 今後の課題

( 11 日本海沿岸の幼イカ調査

成果の項で述べたようにスルメイカ資源研究上重要であると考えられるので今後も継続Lて調査

を行う必要がある。

また本年度幼イカの標識放流を笑拘Lたが失敗に終ったため、今後放流技術の開発を推進する必要

がある。

(2¥ 沖合漁場調査

成果の項で述べたように比較的近海にある極前線海域については一応開発調査は終ったと考えら

れ、今後はそれより更に丙側の日本海中央部海域について漁場開発調査を進めるべきである。
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資料 1

S 4 6年スルメイカ外套長組成

日本海沿岸定置網一一一一一幼イカ調査

〉¥え 5 6 

13 
言十

3 18 18 19 20 3 

5 2 2 

6 9 7 5 1 6 3 7 

7 3 4 5 3 1 7 4 0 144 

8 3 9 3 6 3 4 1 7 126 

9 1 1 1 6 2 1 6 7 7 2 6 1 

10 3 5 3 2 2 2 1 1 3 5 8 

11 3 :1 3 1 9 5 5 

12 1 0 1 1 1 2 2 

13 1 5 1 2 

14 2 2 

15 1 1 

16 

17 

言十 9 }3 101 100 7 8 9 8 4 5 0 520 

イ蒲 定

置 " 
11 11 11 " " 

網

，鳥 轟 岩 横 追 沢 轟

井 良

考 埼 木 埼 磯 瀬 辺 木

性♀ 1 8 2 5 2 6 5 2 7 3 1 132 

比合 3 2 2 5 2 2 4 2 3 1 9 125 
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資料 2

S 4 6年 スルメイカ外套長組成

後潟定置網一一一一一 水産資源委託調査

¥: 5 6 7 8 9 

25 4 16 25 19 17 26 18 28 

9 1 3 

10 1 1 I 

II 5 2 4 4 5 11 3 

12 18 30 4 10 6 11 14 3 2 

D 21 20 37 15 18 IS 3 1 

i 14 6 22 27 33 15 28 27 6 2 

lS 3 29 9 26 19 31 7 6 

16 2 8 4 19 8 6 14 6 

17 1 1 8 3 1 13 16 

18 4 2 11 26 

19 4 1 19 

20 2 1 10 

21 1 8 

22 2 

23 1 

24 1 

言十 50 100 94 100 109 100 100 60 100 

備

♀ 

31 29 28 29 29 28 24 20 27 

合

19 21 22 21 20 22 26 28 23 

考
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資料3

S 4 6年スルメイカ外套長組成

日本海沖合一一一一青鵬丸・民間船(1本釣)

〉長
石 6 7 

20 28 8 9 9 10 12 18 24 25 27 29 2 14 27 

12 1 

13 17 1 1 1 

14 38 6 5 9 4 1 2 1 

15 48 19 11 16 1 10 2 5 1 

16 27 13 13 11 6 22 2 17 11 1 9 1 

17 12 9 14 10 14 13 7 19 25 5 15 3 3 

18 1 2 15 16 25 22 14 16 31 27 32 21 12 2 4 

19 16 18 28 18 11 13 16 20 27 30 12， 9 12 

20 16 13 12 8 9 8 7 14 12 18 15' 11 10 

21 7 5 8 4 4 8 3 6 2 15 9 20 17 

22 1 1 4 2 4 4 2 10 16‘ 17 17 

23 1 1 1 1 1 3 1 7 6 

24 2 1 1 3 4 

25 

三ロ」1ト 143 50 100 100 99 99 50 91 99 80 101 101 69 70 70 

4庸 値 鑑 権 組 鯵 権

作 作 " " " " 現 " " 作 " ケ 現

f中 沖 沖 f中 沢 沖

r、、 沖

沖

£口』

、J

青 " " " H " " " " H " " 民 " " 
鵬 間

考 丸 船
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S 4 6年スルメバカ外套長組成

東奥丸

6 

13 5 

1 

6 15 

10 

13 

ー
ト
|
-
-2 
14 

8 

5 

日本海沖合一一一一

!l 

14 

15 

16 

17 

2 22 24 33 16 

8 26 18 11 15 つつ
““ 

20 19 22 12 11 21 

35 16 6 16 9 20 

17 5 6 15 4 4 

-

B

i

l

l

i

-

-

-

-

3

1

1

7

n

o

 

-

-

q

d

り

ゐ

唱

且

3 D 12 18 18 

14 2 0

6

n

w

d

p

h

d

 

1
‘

1
a

唱

i

19 24 19 

17 21 13 4 20 

25 12 7 4 18 21 

15 31 日6 2 6 12 14 22 

14 

3 

4 2 9 

5 

3 

2 

7 

11 

7 

4 

11 

17 

6 

3 

11 

2 

4 

11 11 

2 

11 

20 

10 

8 

18 

11 

9 

4 

東
奥
丸

23 

言十

24 

27 

28 

イ烏

25 

26 

沖
t. 11 11 

権
域
沖

深
浦
沖

沖
t-

権
現
沖
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資料 4 f昭和4 6年度日本侮沿鼠幼イカ入網事表

時i¥更理
大間~，~板貝 大問地時漁業部 黒埼外二ケ字

中村重吉 態谷林之助 (松神)

5. 1 

2 4.30 初

3 漁日 (M一、…L) ー

4 初漁日 f 

5 60 /cg/ day 

6 5 kg/ day 
ート一一一一一一←ー

7 

8 1/ V 
9 

1 0 ( 3 kg ) 

勾言十

1 1 
一一一一一一ー

1 2 

1 3 休 40 kg 150 kg 

1 4 20 - 30尾
30 150 

0.2 kg 

50 - 70 1 5 
0.5 

60 230 

1 6 
20 - 30 

10 150 
O. 3 

1 7 
80 - 100 

15 休
1.0 

平μ42 崎

松 ** 

ト一一

ト

ト一一一一一一一一一

ト一一一一一一一一←

5 kg 

80 

120 

100 

40 

京 H啓 沢 辺 深浦行合埼 轟木、越漁業 北令ケ?尺前沖

一
111 口松太郎 特 森 中 I11 精二 鳥本国男 山崎滑五郎

4.20 初漁 4/20頃より

0.5 kg 入網 ，鳥井埼
50 kg 

f 

60 kg/ day 
15 kg 

くらい
一一

|ヂ深

30 - 40祝

一一一一一一 一一一一一

10 kg 20 kg 10 kg 40 kg 。
100 10 O. 5 6 。
120 15 100 103 。
100 130 5 90 。
40 2 。 休 10 kg 



1 8 休 休 休 120 120 2 10 23 4. 5 

1 9 休 100 150 23 13 3 50 100 10 

2 1) 40 1. 000 20 20 2 30 15 

勾言十

2 1 70 - 100屠 50 休 4 5 40 9 20 
L 5 

2 2 30 " 10 20 。 休 休

2 3 35 400 50 120 30 4 2 

2 4 5 kg 10 150 20 40 6 80 10 

2 5 休 休 休 イ木 休 休

2 6 25 々 h h " " 

"'" 
〈ρ

2 7 
/ 

シケ
/ 時

。 30 20 

2 8 休 5 化 60 。
2 9 40 / 10 

J 

3 0 漁 10 日 O. 5 25 

3 1 100 20 10 50 。
勾計

6 1 70 5 10 40 80 

2 2 3 。 20 

3 / 

8. 5 kg 445 kg 2.605 kg 615 Icg 713 Icg 408 Icg 298. 5 Icg 502. 5 kg 116. 5 Icg 

平均 L 4 kg 37. 1 kg 200. 4 kg 4]. 0 kg 47. 5 kg 24.0 kg 27. 1 kg 38. 7 kg 9.0 kg 

一 一一一一一



資料5 昭和46年度スルメイカ調奄結果一覧表(日本海沖合漁場)

調査船名 育 腕車 丸 11 11 11 w 11 

航海次数 1 

年 月 日 6.8 8-9 9 9 - 10 12' 12 -13 

始 19.00 23.40 17. 45 23. 40 23. 10 

亥Ij終 了 22. 30 03.40 22.35 13， 20 02.00 02. 00 

始 N 櫨 作 崎 練 イ乍 崎 腕 イ乍 崎 明 作 崎 続作崎 艦作崎
位
置 E W 55' W 45' W 35' W 25' W15' Ws  

終 N 4ct' 31' 40" 31' 400 35' 40035' 
位

138' 40' 1380 53' 号量 E 139' 0 6' 139021' 

水 開 始

深 終 了

天 侯 b c b c りC'  b c 。 。
風向・力 NE2  W2  S E 2 W NW2  

海
気 圧 1021. 5 1020 I 1019 1009 1012 . 
気 温 10. 5 13. 5 14. 5 14. 0 14.0 

気
波 浪| 2 。 2 2 1 1 

象
うねり 1 1 1 2 2 1 

流向速

OM  11. 4 12 13. 6 14. 8 15. 0 15.8 

1 0 10.99 11 9 11. 9 13. 5 14. 96 16.0 

各
2 0 9.99 10. 6 10.4 12. 6 14. 8 14. 8 

層
3 0 8. 9 10.0 9.9 12. 3 13. 2 14. 0 

7.k 
5 0 4. 15 5. 8 6. 5 9. 9 10. 4 1]. 2 

温
7 5 2. 8 4. 4 4. 6 8. 5 9. 5 10. 4 

~ 

1 0 0 2 1 3. 5 3.6 6. 5 9. 0 10. 0 

℃ 
150 1.4 2. 4 2.5 3. 5 8. 0 8.7 

、ノ

200 1. 1 )_ 5 1. 5 2. 1 5. 6 6.0 

3 0 0 O. 6 O. 9 0.9 1. 1 2. 1 2. 6 

漁L 動 力 6 6 5 5 5 5 

具 手 動 。 。 。 。 。 。
漁獲尾数 150 500 420 137 110 4 

操業時間 3. 5 4. 0 4. 8 3. 7 3. 3 2.8 

単位漁獲量 7 21 18 7 6 。
魚 体

12角ν22CI1! 14内ν23CT!! 15 - 23臼花 14 - 21 CT!! 12 - 22 c机 14 - 21四1
MO  19 cm MO  19cm MO  19 cm M 019 cm MO  19 cm M 0 18 cm 

5-9仰の小 4 - 5c視の小 サンマ、ナメ 標識放流 87 1箱 サンマ(10 

備 矛4壬
イカ浮上 イカ、サンマ ラフグ浮上 尾 8 0尾入 C担)遊泳

(26cm)ナ 4 6尾放流
メラアグ浮上

- 5 0-



東奥丸 1/ 1/ 1/ 1/ 

" 1/ 1仁』ゴ 言十

1 2 3 4 

7. 30 7. 31 - 8. 1 8. 1 - 2 25 --26 26 - 27 9. 7 7--8 

17. 50 19. 30 18. 30 21. 20 18. 10 02.00 19.00 

03. 50 05.00 05. 15 05. 10 05.00 04. 30 05.00 

4f 00' 4t'oi 4005ダ 46' 43' 40045' 41~ 00' 400 3R' 

138" 35' 138' 51' 134" 58' 1390 36. 5' 138'31' 138" 40' 138" 19' 

4 f 02' 4<f 5ダ 400 5ダ 400 50' 40044' 4<f 52' 40048' 

138' 32' 136' 05' 13~ 0 2' 139" 43' 138' 37' 138' 45' 138' 37' 

F F BO BO  C C C 

SW3  SW  2 S羽T2 S E 4 E S E 1 NEl NE2  

1007 1007 1005 1013 1015 1011 1011 

19.0 20. 0 21. 0 19. 0 21. 0 20. 8 

1 1 1 4 2 1 1 

3 2 2 2 2 1 

SE  SSE2 

19. 7 21. 2 22.3 24. 7 21. 8 20. 5 20.8 

19.0 20.3 21. 0 23. 8 21. 8 20.6 20.2 

12. 5 12. 5 20. 3 22. 9 17. 4 16. 8 19. 9 

7. 7 7. 6 12. 3 20. 1 9. 2 8. 6 13. 6 

7.0 b. 5 4. 5 17. 1 5. 5 6. 3 5. 6 

3. 5 3.0 2. 1 15.8 3. 1 4. 7 3. 3 

1. 6 2. 1 1. 4 10. 6 2. 5 3. 7 2.3 

1. 5 1. 5 1 3 7. 3 1. 8 1. 9 1.0 

1.0 。7 o. 9 3. 3 o. 9 1. 0 。‘日

5 5 5 6 6 6 4 69 

4 4 4 3 。 。 15 

660 765 2.070 40 6， 900 130 540 12， 426 

10.0 9. 5 10. 8 7. 8 10.8 2. 5 10.0 83. 5 

7 9 21 1 71 9 14 23尾

19 --25 c担 16 - 25 cm 
M 0 22 cm MO  21仰

ノ、タノ、タ 5 サンマ遊泳 潮流が早い 鯵ケ沢のイ
尾かかる。 カ釣船 2隻

操業

- 5 1-



6 [沼町 46年度スルメイカ調査結果一覧表(日太海沿岸4漁場)

r喝

調 夜船名
ト一一

青鴨丸 11 11 11 11 υ 1/ 

仇 海次数 l ワ 3 4 5 6 7 

[ 口 46.5.15 

~「
5. 27 ~ 28 日 7 札 17~ 18 日.21 ~ 22 

始 16. 30 17. 10 I 16.20 17. 00 17. 00 18. 20 15. 50 

了 22 00 21. 50 I 23. 45 02. 30 21 40 02. 35 日」
ま台 N 総作崎 久六鳥 続 VE 崎 権現 i年祭 権現崎 権現崎 艦 f乍 ~J
位
間: E S羽115' 8W102' 引Nl/2817' Sパ.v8.5' N/S 11' WV2  8 11' SW1/2814' 

終 N 櫨作崎 組作崎 機伶 U時 十種 王克 L守 権現崎 権現時 櫨作崎
位

置 E SW1/2W14 SI九〈ゾ814' W8W15' SW/勺'15' W1/2N 7. 5~ W1 /2 S 9' 8W10' 

す台 170 90 140 240 140 140 

深終 了 200 135 100 I 90 110 

天 f長 B C B C B B C d r B C 

海!
風向・力 Nj 8W3 I S SW3 NW2 E 2 

気 圧 1014 1011 1000 1021 5 1012 . 
5島記7九~ 
気 温 15. 0 15. 0 18. 0 I 14. 0 19. 0 

f変
波 浪 1 。 1 

うねり 3 3 1 1 1 1 

流向速i NW  I NE E NE  E/Nofi 

01¥1 13. 9 14. 0 13.8 14. 2 15. 0 17. 2 

1 0 11. 0 11 4 
各

13. 3 13. 2 14 9 16. 9 

2 0 10.0 12. 4 12. 3 13 2 14.4 15. 9 
層
3 0 9. 8 11 8 117 13. 2 14. 2 15. 5 

て民 | 
5 0 9. 5 10 2 10. 8 13. 2 

7 5 9. 3 9. 0 9. 8 9. 7 12. 12 11.2 
f‘、、

901  1 0 0 8. 5 9. 7 10. 5 
℃ 
1 5 0 8. 4 I 6.9 9. 6 

5. 2 3. 7 8. 7 

CJ11L 事予ノ7 動力I
6 6 6 6 3 6 6 

。 1 

漁獲尾数 2.000 50 150 525 I 240 3. 355 3. 600 

操業時間 5. 5 4. 7 7. 4 8. 2 5. 8 9. 6 10.8 

単位漁獲量 60. 6 1 8 3. 4 10. 7 13.8 47. 6 

魚 体
10 -16 c1花 12-18σn 13 - 18ぽ 13-18cm 12-22cm 
MO 14 cm MO 14cm :M 0 15 cm M 0 15 cm M 0 19 cm MO  17cml MO  19cm 

スルメイ 150尾放 サンマ、幼

イ荷 考!カ群浮上 流 イカ (2cm) 

浮上
485尾放流|

※ 単位漁獲量=1時間 1台当り?色獲尾数

- 5 2-



ぷ 1

11 11 11 11 11 東奥丸 w 11 

8 9 10 11 12 13 14 15 

6.22 --23 6.23 --24 6.24 --25 6.26 --27 6.28 --29 8.11 --12 8.18 --19 8.22 --23 

17. 45 17.20 18.00 17. 50 18.20 19. lO 19. 10 17. 35 

03.35 03. 30 02.00 03.40 02. 45 01. 15 02.20 03.00 

艦イ乍崎 大戸瀬 権現崎 鍛作崎 鍛 f乍崎 4f 06' 41007 4f 05.5' 

SWl/2 S 17' NNW7' Wll' SW 20' SW/SI8' 13!f 59' 14d' 00' 140000. 5' 

櫨作崎 権現崎 権現崎 艦作崎 鑑作崎 410 11' 410 10' 41" 10' 

SWl/2S15' W 10' W13' SW/Wlt sw/S 10' 140002' 14cfo2.5' 14 f 00' 

65 185 135 100 85 235 135 152 

129 115 206 300 250 120 70 87 

C B BC  C F C C C 

W 2 N 2 ENE3 SWl SE2 SW2 ENE3 N3 

1014 1015 1014. 5 1006 1010 1015 1008 

17. 5 20.0 20. 0 21. 0 18.0 21. 0 

1 1 2 1 1 2 3 3 

1 1 2 1 1 2 2 2 

NE N E/NO. 8' 

17. 6 17. 3 17. 0 20.3 19. 7 24. 9 24. 4 25.6 

17. 4 16. 9 16. 7 17. 0 17. 8 24. 8 24.2 25.2 I 

15.3 16.2 15.9 16. 4 16. 5 21. 3 20.2 

15.1 15. 5 15.4 15.8 15司 5 17. 9 18. 7 24. 4 

14.0 10. 9 10.8 12.0 11. 8 15.6 17. 8 22. 4 

11.0 10. 3 10. 1 10. 5 11. 2 13. 9 15. 5 16. 6 

11. 1 9.8 9.7 10.0 10.7 10.9 14. 5 14. 8 

8. 8 

6. 7 

2 6 6 6 6 6 6 6 

1 1 1 1 1 4 

1.650 8，130 1. 500 6.550 180 4.900 86 1.486 

9.8 10. 2 8.0 9.8 8， 4 6. 1 7. 2 9. 4 

白.1 113.9 95.5 80. 3 2. 0 26. 3 

15-23cm 14 --21 cm 16 -24 cm 15 - 23αn 17 - 24 c祝
M 0 18 cm M 0 18 cm M 0 18 cm 1凶o18 c祝 MO  19 cm 
サンマ群泳 シイラ 5- サンマ遊泳 トビウオ群

6尾遊泳 泳

一53-



昭和46年度スルメイカ調査結果一覧表(日本海沿母漁場)

調査船名 東奥丸 " " " " " " 
航海次数 16 17 18 19 20 21 22 

年 月 日 9. 3 9. 14 9. 15 9. 16 - 17 9.17 - 18 9.21 - 22 9.22 

時 開 始 19. 00 17. 20 19. 15 17. 30 17. 40 17. 40 20.00 

刻 終 了 23.00 04. 30 05.05 04. 40 04.40 04. 40 04.30 

始 N 4f 06' 4 f 13' 40042' 4f 09' 4fo2' 41007' 4 f 04' 
位

146'01 5' 置 B 139'56目5' 139' 44. 5' 139' 58. 5' 14000ダ 139' 58' 140001' 

終 N 4f 12' 4f 19' 40057. 5' 41022' 4 f 05' 410 13' 4 f 09. 5' 
位
置 E 140002' 139' 58' 139' 56' 140001' 14cf 01' 140~ 05' 140006' 

水 開 始 130 170 200 340 260 

深 終 了 110 130 100 220 190 

天 侯 C C B B C C C BC  

海
風向・力 ENE4 W2 NN羽12 E 2 E 5 NWl NWl 

気 圧 1013 1012 1015 1015 1020 1020 . 
気 温 18.4 16. 0 

気

象
波 浪 4 2 2 2 5 1 1 

うねり 2 2 2 1 4 3 2 

流向速 N/E NNE 1. 8' N/E2' NE12 NE/NO.9 

OM  22.4 218 22. 0 22.0 22. 4 20. 8 20.9 

1 0 22.3 22. 0 22. 4 21. 9 22.3 20.7 20. 9 

各
2 0 22.3 21.6 22. 1 2】 8 22. 0 21. 1 21. 6 

層
3 0 18. 5 21. 4 20. 9 21. 4 19.8 18. 5 20.8 

水
5 0 16. 3 13. 3 17. 6 13. 8 15. 5 15. 2 16. 7 

温
7 5 13. 6 8. 0 11. 8 10.4 12.6 11.6 13. 8 

r、
100 11.4 5. 7 9. 1 7. 9 10. 9 9.6 11.3 

℃ 
1 5 0 5.4 6. 8 8. 1 6. 7 8. 9 

、../

200 3.5 4.9 8. 0 

300 

漁L 動 力 5 6 6 6 6 6 6 

手 動 3 2 2 。 2 z 

漁獲尾数 171 4，200 2.270 5，110 4，320 2.820 6，760 

操業時間 4. 0 11. 2 9.8 11. 2 11.0 11.0 8.5 

単位漁獲量 5. 3 46. 9 29.0 76.0 65.5 32.0 99. 4 

魚 体

竜飛W 深浦NW/仇r

備 考
18. 5浬 9浬

シイラ群
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Ai2 

" 言十 瑞鴎丸 " " " 言十 iロ斗 計

23 23 24 25 26 27 4 27 

9. 23 - 24 10.4 6~7 14 15 

17. 55 17. 30 18. 30 18. 30 17. 00 

02.25 O. 00 01. 00 O. 10 2130 

41003' 権現崎 権現崎 権現崎 権現崎
羽弓:JW NWパ九r N羽f NW/W  

146' 0 l' 16浬 17. 5浬 19浬 16浬

4f 09. 5' 

140007. 5' 

170 150 170 150 

95 130 130 130 130 

C C b b c c 

WNW1 SSW3 羽尽日九T1 羽T3 

1017 1020 1020 1025 1017 

16.0 13.0 14.0 13.0 14.0 

1 1 1 1 2 

2 2 2 1 2 

N 

22. 2 21. 5 2J 4 18. 9 19. 5 

22. 6 21 5 214 19. 2 19. 7 

22.4 21. 5 215 19. 3 19. 2 

22.3 21 5 21. 5 19. 2 18. 9 

18. 8 214 19. 9 18. 2 17. 9 

15.2 21 9 16. 6 14.7 14. 8 

12.4 15. 5 14. 2 12.4 13. 0 

9.5 

8. 4 

6 130 5 5 5 5 20 150 

2 23 5 5 5 5 20 43 

1.1∞ 61. 153 7 20 58 3 88 61. 241 

8.5 247. 3 6. 5 6. 5 5. 7 4. 5 23. 2 270. 5 

16. 2 36. 9 O. 1 O. 3 1. 0 O. 1 0.4 31. 9 

1操業平均 サンマ群 1操業平均 1操業平
使用漁具教 使用漁具数 均使用漁
6. 7台 1 0台 具数7.1 

- 5 5ー


